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「見えざる手にて人を己の像

に循ひて造りしハリストスよ、

爾は神及び人として、今此の造

物の中に己の本體の美しきを

顕ししこと、已に像を以するに

非ず、即爾親ら其の實性を以て

顕し給へり。」 

顕栄祭（変容祭） 

早課のカノン第５歌頌より 

 

教
会
は
８
月
１９
日
に
「
主
の
顕
栄
祭
」
を
お

祝
い
し
ま
す
（
※
日
本
で
は
直
近
の
日
曜
日
に

移
動
さ
せ
て
祝
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
仙
台
教

会
も
そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
す
）。 

 

顕
栄
祭
は
フ
ァ
ヴ
ォ
ル
山
と
い
う
山
に
於
い

て
ペ
ト
ル
、
イ
オ
ア
ン
、
イ
ア
コ
フ
の
３
人
の
弟

子
た
ち
の
前
で
ハ
リ
ス
ト
ス
の
お
姿
が
光
り
輝

い
た
と
い
う
出
来
事
を
記
憶
す
る
お
祭
り
で
、

ま
た
の
名
を
「変
容
祭
」と
言
い
ま
す
。 

 
た
だ
し
、
「
変
容
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
と

は
言
え
、
こ
の
出
来
事
は
、
「
ハ
リ
ス
ト
ス
に
何

ら
か
の
外
的
な
力
が
加
わ
り
、
そ
の
姿
が
変
え

ら
れ
た
」
と
は
理
解
さ
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ

の
輝
き
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
が
は
じ
め
か
ら
持
っ
て

お
ら
れ
た
「
造
ら
れ
ざ
る
光
」
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
普
段
は
隠
し
て
お
ら
れ
た
そ
の
栄
光
の
お

姿
を
、
弟
子
達
に
も
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る

範
囲
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
が
、
「
主
の
変
容
」

な
の
で
す
。 

 
な
の
で
す
。 

正
教
会
で
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
は
神
の
性
質
と

人
間
の
性
質
と
い
う
二
つ
の
本
性
を
持
つ
と
理

解
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
変
容
に
於
い
て
、
ハ
リ
ス

ト
ス
の
人
間
性
は
神
性
の
光
に
よ
っ
て
光
り
輝

き
ま
し
た
。
モ
イ
セ
イ
の
見
た
燃
え
る
柴
が
燃

え
尽
き
な
か
っ
た
よ
う
に
、
神
の
光
に
よ
っ
て

人
の
性
が
焼
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
却
っ
て
人

の
肉
体
を
輝
か
せ
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
、
「
神
の
像
」
に
従
っ
て
造
ら
れ
た

私
た
ち
人
間
は
、
最
早
た
だ
の
「
像
（
イ
メ
ー

ジ
）
」
に
留
ま
ら
ず
、
神
ご
自
身
を
そ
の
身
に
受

け
て
、
そ
の
光
栄
を
顕
す
者
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
私
た
ち
ハ
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ン
は
、
神
・
人

ハ
リ
ス
ト
ス
の
そ
の
光
栄
の
お
姿
に
続
く
者
と

し
て
召
さ
れ
て
い
ま
す
。 

主
の
変
容
と
受
難
は
表
裏
一
体
で
す
。
こ
の

こ
と
は
、
顕
栄
祭
が
十
字
架
挙
栄
祭
の
40
日

前
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
フ
ァ
ヴ
ォ
ル
山

と
ゲ
フ
シ
マ
ニ
ヤ
の
出
来
事
の
類
似
性
か
ら
も

明
ら
か
で
す
。
す
な
わ
ち
十
字
架
こ
そ
が
、
私

た
ち
の
歩
む
べ
き
変
容
の
道
な
の
で
す
。 

（司
祭 

ル
カ
田
畑
隆
平
） 
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会
に
随
行
し
た
。
そ
こ
に
は
、
『
聖
書
勉
強
会
、

人
生
相
談
』と
看
板
に
書
か
れ
て
い
た
。
昔
、
教

会
に
は
人
生
相
談
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
果

た
し
て
今
の
教
会
で
、
外
の
人
や
信
者
が
神
父

に
人
生
相
談
に
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
神
父
は
信

者
か
ら
『
正
教
徒
と
し
て
生
き
る
上
で
の
相

談
』
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
今

は
人
生
相
談
も
A

I
の
時
代
だ
が
、
そ
の
よ

う
な
中
で
神
父
の
価
値
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。 

 

日
本
正
教
会
で
最
初
に
バ
ザ
ー
を
始
め
た
の

も
石
巻
教
会
だ
っ
た
。
当
時
は
松
平
神
父
の
管

轄
で
、
松
平
神
父
は
人
を
す
な
ど
る
こ
と
に
尽

力
し
、
積
極
的
に
交
わ
り
を
持
と
う
と
し
た
。

命
の
電
話
も
し
て
い
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
大
学
で
正
教
に
つ
い
て
講
義
し
た

神
父
は
何
人
も
い
る
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
信
者

は
増
え
な
い
。
学
問
で
は
い
け
な
い
。 

 

宣
教
と
は
救
い
の
道
を
自
ら
示
し
、
身
を
以

て
体
験
さ
せ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
神
父
だ
け
で

は
な
く
、
信
者
も
同
じ
で
あ
る
。
自
分
の
生
き

方
を
通
し
て
正
教
徒
の
姿
を
示
す
こ
と
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
は
『
地
の
塩
、
世
の

光
』と
な
る
。
そ
れ
が
宣
教
だ
。
」 

 

７
月
11
日
㈯
か
ら
12
日
㈰
に
か
け
て
東
京

復
活
大
聖
堂
教
会
を
会
場
に
令
和
８
年
度
の

全
国
公
会
が
開
催
さ
れ
、
仙
台
管
轄
区
か
ら
は

司
祭
と
ル
カ
平
塚
兄
（
仙
台
）
、
セ
ル
ギ
イ
渡
邊

兄
（
中
新
田
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
通
常
、
全
国

公
会
は
ニ
コ
ラ
イ
堂
敷
地
内
に
あ
る
ニ
コ
ラ
イ

会
館
で
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
現
在
は
建
て
替

え
に
向
け
て
解
体
中
の
た
め
、
今
年
の
公
会
は

大
聖
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教
座
下
の
訓
示

に
始
ま
り
、
宗
務
総
局
報
告
（
新
ニ
コ
ラ
イ
会

館
建
設
委
員
会
報
告
含
む
）
と
、
教
団
設
置
委

員
会
（
財
務
委
員
会
、
宣
教
企
画
委
員
会
、
諸

規
則
検
討
委
員
会
）
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
冒
頭
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
は
訓
示
と
し
て

次
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。 

「
昨
年
の
公
会
で
、
『
教
会
の
外
の
人
と
如
何
に

交
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
切
だ
』

と
話
し
た
。
し
か
し
こ
の
一
年
、
あ
ま
り
成
果

が
無
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会

が
催
し
物
を
し
て
お
り
、
一
時
的
な
充
実
は
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
一
つ
物
足
り
な
い
。 

 

永
島
主
教
時
代
、
私
は
輔
祭
と
し
て
石
巻
教

會 

通 

常 

全 

国 

公 

会 

開 

催 
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次
い
で
宗
務
総
局
長
マ
ル
コ
小
池
長
司
祭
に

よ
る
宗
務
報
告
、
事
務
局
長
デ
ィ
ミ
ト
リ
イ
田

中
長
司
祭
に
よ
る
新
ニ
コ
ラ
イ
会
館
（仮
名
）建

設
委
員
会
報
告
と
続
き
、
物
価
高
の
た
め
に
建

設
費
用
が
月
0.4

%
程
度
上
昇
し
て
お
り
、
昨

年
の
公
会
で
の
報
告
よ
り
見
積
額
が
上
が
る

旨
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
８
月
２７
日
㈭

に
新
ニ
コ
ラ
イ
会
館
の
基
礎
成
聖
式
が
執
り
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

公
会
一
日
目
終
了
後
は
１７
時
よ
り
セ
ラ
フ
ィ

ム
座
下
ご
司
祷
に
よ
る
徹
夜
祷
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

二
日
目
は
、
会
議
に
先
立
ち
午
前
９
時
半
よ

り
聖
体
礼
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

聖
体
礼
儀
の
中
で
、
ガ
ウ
リ
イ
ル
田
中
和
幸

司
祭
（
東
京
復
活
大
聖
堂
教
会
）
が
金
十
字
架

お
よ
び
ナ
ベ
ド
レ
ン
ニ
ク
佩
用
、
カ
ミ
ラ
フ
カ
お

よ
び
ス
ク
フ
ィ
ヤ
戴
帽
の
祝
福
を
受
け
、
ゲ
オ

ル
ギ
イ
・
ユ
ー
リ
ー
・
ト
ロ
イ
ツ
キ
イ
輔
祭
（
同
）

が
カ
ミ
ラ
フ
カ
戴
帽
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。 

大聖堂で行われた全国公会 

「
世
の
中
で
は
リ
モ
ー
ト
会
議
が
一
般
的
に
な

っ
た
が
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
『集
ま
る
』こ
と
に
重
き

を
置
い
て
い
た
。
こ
う
し
て
年
に
一
度
で
も
神

品
・
信
徒
が
一
堂
に
会
し
、
一
つ
の
爵
か
ら
聖

体
を
分
か
ち
合
う
こ
と
は
、
一
体
感
を
保
つ
上

で
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

明
治
か
ら
の
公
会
の
議
事
録
を
見
る
と
、
今

の
よ
う
に
、
お
金
の
話
が
中
心
で
は
な
か
っ
た
。

本
来
、
公
会
と
は
『宣
教
会
議
』で
あ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。 

私
は
各
教
会
の
巡
回
を
厭
わ
な
い
。
小
さ
な

教
会
で
あ
っ
て
も
巡
回
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
聖

体
礼
儀
を
し
た
い
。
た
と
え
少
人
数
で
も
聖
体

礼
儀
を
す
れ
ば
『
一
体
化
』
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
後
も
『
一
堂
に
会
す
る
』
と
い
う
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
」 

ま
た
、
聖
体
礼

儀
の
最
後
に
は
、

永
眠
し
た
教
役

者
の
た
め
の
リ
テ

ィ
ヤ
が
献
じ
ら
れ

ま
し
た
。 

田中司祭(向かって左)と 

トロイツキイ輔祭 

 

聖
体
礼
儀
終
了
後
、
昼
食
を
挟
ん
で
二
日
目

の
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
二
日
目
は
決
算
報

告
、
活
動
計
画
、
予
算
案
と
続
き
ま
す
が
、
そ

の
中
で
、
一
日
目
に
報
告
さ
れ
た
新
ニ
コ
ラ
イ

会
館
の
見
積
額
の
上
昇
に
つ
い
て
、
最
終
的
な

判
断
は
代
表
役
員
で
あ
る
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
に

一
任
す
る
旨
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

公
会
の
最
後
、
閉
会
の
言
葉
と
し
て
セ
ラ
フ
ィ

ム
座
下
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

そ
し
て
会
議
終

了
後
に
は
閉
会
祈

祷
と
し
て
亜
使
徒

聖
ニ
コ
ラ
イ
の
モ
レ

ー
ベ
ン
が
献
じ
ら

れ
、
全
て
の
日
程
が

終
了
し
ま
し
た
。 



翌
27
日
は
聖
体
礼
儀
と
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
が

行
わ
れ
た
後
、
信
徒
会
館
に
増
築
し
た
休
憩
室

と
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
の
成
聖
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
み
ん
な
で
声
を
揃
え
て
十
字
架
の
ト
ロ
パ

リ
を
歌
う
中
、
部
屋
中
に
聖
水
が
撒
か
れ
、
こ 
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白
河
正
教
会
だ
よ
り 

白
河
教
会
で
は
７
月
３
日
㈮
か
ら
４
日
㈯

に
か
け
て
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
ま
し
た
。 

白
河
の
巡
回
日
が
原
則
第
１
金
・
土
曜
に
な

っ
て
最
初
の
巡
回
で
し
た
が
、
司
祭
が
白
河
に

向
か
う
途
中
、
東
北
道
の
福
島
西
IC
～
二
本

松
IC
間
が
事
故
の
た
め
通
行
止
め
と
な
り
、

教
会
へ
着
く
の
が
２０
時
過
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
為
、
残
念
な
が
ら
徹
夜
祷
は
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

翌
日
曜
日
は
聖
体
礼
儀
の
あ
と
昼
食
を
挟

ん
で
勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
「正 

 
中
新
田
教
会
で
は
６
月
26
日
㈮
か
ら
27
日

㈯
に
か
け
て
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
26
日
に
は
執
事
会
が
行
わ
れ
、
翌
日
の 

 
 

教
徒
が
仏
式
の
葬

儀
に
参
列
し
た
際

の
心
構
え
や
振
る

舞
い
方
」に
つ
い
て

は
、
セ
ル
ギ
イ
府

主
教
座
下
が
残

さ
れ
た
言
葉
な
ど

を
基
に
、
ど
う
す

る
べ
き
か
共
に
考

え
ま
し
た
。 

信
徒
総
会
に
向
け

て
資
料
の
内
容
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
教
会

墓
地
の
会
計
上
の

扱
い
に
つ
い
て
提
起

さ
れ
、
今
後
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

 

成
聖
式
の
後
は

昼
食
を
挟
ん
で
信

徒

総

会
が
行
わ

れ
、
前
年
度
の
活

動
と
決
算
、
今
年

度
の
計
画
と
予
算

は
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

れ
ら
が
神
様
の
祝
福

の
う
ち
に
善
き
も
の
と

し
て
用
い
ら
れ
る
よ

う
祈
り
ま
し
た
。 
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○
聖
堂
内
献
金 

七
六
、
八
九
二
円 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

三
千
円 

鈴
木
三
千
代
、
西
海
枝
康
子
、 

佐
々
木
一
志
、
大
津
真
樹
子
、 

平
塚
清
、
遊
佐
な
み
子 

二
千
円 

佐
々
木
隆
、
遠
藤
正
義
、
山
中
由
美 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

三
千
円 

平
塚
恵
、
永
元
亜
紀
子
、
本
多
弘
子 

二
千
円 

笹
川
純
子 

○
感
謝
献
金 

五
千
円 

小
野
成
信
、
斉
藤
香
奈
恵 

四
千
円 

菅
原
き
み
子 

○
会
報
献
金 

五
千
円 

吉
永
孝
子 

※
敬
称
略 
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婦 

人 

会 

総 

会 

 
６
月
28
日
㈰
の
聖
体
礼
儀
後
に
令
和
８
年

度
婦
人
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
活
動
報
告
と
収
支
決
算
報
告
で

昨
年
度
の
活
動
を
振
り
返
り
、
今
年
度
の
活
動

計
画
と
予
算
案
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

報
告
の
中
で
は
、
様
々
な
教
会
行
事
の
お
手

伝
い
を
し
た
こ
と
や
、
昨
年
９
月
に
山
田
教
会

を
訪
問
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
は
貯
金
を
残
す
だ
け
で
な
く
、
婦

人
会
の
親
睦
や
他
教
会
と
の
交
流
な
ど
に
積

極
的
に
用
い
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し

た
。 

お
茶
会
の
ご
案
内 

第
１
回 

徹
夜
祷
勉
強
会
の
開
催 

椅
子
を
並
べ
て
お
茶

会
を
開
い
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
少
し

で
も
交
流
の
時
間

を
持
て
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
参
祷
さ
れ
た

際
は
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。 

 
聖
歌
隊
有
志
の
ご
協
力
の
も
と
、
先
月
よ
り

聖
体
礼
儀
後
に
会
館
の
入
り
口
に
テ
ー
ブ
ル
と 

 

７
月
18
日
㈯
15
時
よ
り
徹
夜
祷
の
勉
強
会

を
行
い
ま
し
た
。
第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
徹

夜
祷
の
構
造
に
つ 

い
て
の
学
び
で
し

た
が
、
次
回
は
よ

り
実
践
的
な
内

容
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
11

名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

至聖なる我が女宰 
生神女永貞童女 
マリヤの就寝祭 
（８月２８日） 

人
事
に
つ
い
て

は
、
マ
リ
ヤ
太
田
姉

が
役
員
を
勇
退
さ

れ
、
会
計
は
ウ
ェ
ラ

服
部
姉
か
ら
ス
サ

ン
ナ
平
塚
姉
に
、
監

事
は
ア
ン
ナ
伊
藤

姉
か
ら
ウ
ェ
ラ
服

部
姉
に
そ
れ
ぞ
れ

交
代
し
ま
し
た
。 



                       

８月聖名日 

モレーベンのご案内 
８月１６日㈰聖体礼儀後 

８月の聖名日モレーベンに該

当する方々です。ぜひご参祷く

ださい。 
▲ティルの聖致命女 

ハリスティナ 
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聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

8/2 イリヤ（聖預言者） 伊勢 薫、居川達彦、大槻智也、

木村良治、門間 新 

8/4 マリヤ（マグダリナの聖携香女） 遠藤千尋、伊藤万理亜、 

太田ちえ子、片上裕子、 

勝又淑子、木村富喜子、 

佐藤佑美、佐藤浩子、 

内海えり子、永元道子、 

鈴木三千代、鈴木テレサ、 

横山節子、及川聡子、 

古仲和香奈、恩田恭子、 

後藤雅子 

8/6 ハリスティナ（ティルの聖致命女） 桜井愛莉紗 

8/8 パラスケワ（ロマの聖致命女） 針生佐和子 

8/16 ファウスト（コンスタンティノポリの克肖者） 山崎浩夫 

8/18 ノンナ（神学者聖グリゴリイの母） 平塚 望 

8/21 ミロン（クリトの主教奇跡者） 千葉 温 

 

▲クリトの主教奇跡者 

聖ミロン 

 

７月より伝道会を毎週火・水曜の週２回行っています。現在

は『正教会の手引き』を読み進めており、内容は両日とも基本

的に同じですが、信仰に関するどんな疑問でも発言していた

だけます。ざっくばらんな会ですのでぜひご参加ください。 

日時：毎週火・水曜日 18 時 30 分～1 時間半程度 

場所：仙台ハリストス正教会 会館３階・第 1 集会室 

伝道会のお知らせ 



                       

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
８
年
７
月
７
日
午
後
２
時
～
３
時
半 

場
所
：会
館
３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

６
／
9
㈫ 

定
例
執
事
会 

６
／
11
㈭ 

ペ
ト
ル
髙
橋
兄
四
十
日
祭
、
納
骨 

６
／
13
㈯ 

教
区
理
事
会
、
徹
夜
祷 

６
／
14
㈰ 

聖
体
礼
儀
、
教
区
会
議 

６
／
16
㈫ 

聖
堂
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
のL

E
D

交
換 

６
／
20
㈯ 

徹
夜
祷 

６
／
21
㈰ 

聖
体
礼
儀
、
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
、 

信
徒
総
会 

６
／
26
㈮-

27
㈯ 

田
畑
神
父
中
新
田
巡
回 

６
／
27
㈯ 

徹
夜
祷 

６
／
28
㈰ 

聖
体
礼
儀
、
聖
名
祭
、
婦
人
会
総
会 

７
／
1
㈬ 

消
防
設
備
点
検 

７
／
3
㈮-

4
㈯ 

田
畑
神
父
白
河
巡
回 

７
／
4
㈯ 

徹
夜
祷 

７
／
5
㈰ 

聖
体
礼
儀 

一
般
会
計…

共
同
墓
地
に
２
名
申
し
込
み 

収
益
事
業…

７
月
中
に
法
人
税
支
払
予
定 

伝
道
会…

毎
週
水
曜
開
催 

二
、
協
議
事
項 

⑴
門
扉
の
件 

業
者
と
の
音
信
が
途
絶
え
た
。
髙
橋
兄
と
平

塚
兄
に
修
繕
を
試
み
て
も
ら
う
。 

⑵
執
事
代
務
者
の
件 

継
続
議
案
と
し
、
執
事
は
候
補
者
を
検
討
す

る
。 

⑶
バ
ザ
ー
の
件 

バ
ザ
ー
が
出
来
て
い
た
頃
と
は
状
況
が
違
う

為
、
バ
ザ
ー
に
代
わ
る
も
の
を
検
討
す
る
。
次
回

ま
で
に
案
を
考
え
る
。 

（
案
）
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
そ
れ
に

加
え
て
野
菜
等
を
販
売
す
る
（
コ
ロ
ナ
以
降
、
調

理
し
た
食
品
の
販
売
は
難
し
い
の
で
は
と
の
意
見

有
り
）。 

⑷
白
河
巡
回
時
の
徹
夜
祷
の
件 

白
河
巡
回
が
金
・土
と
な
り
、
神
父
は
土
曜
日

に
聖
体
礼
儀
を
終
え
た
後
に
勉
強
会
な
ど
を
行

っ
て
か
ら
仙
台
に
戻
る
為
、
従
来
の
徹
夜
祷
の
開

始
時
刻
で
は
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
為
今
後
は
徹
夜
祷
の
開
始
時
刻
を
30
分
～
１

時
間
程
度
遅
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。 
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三
、
そ
の
他 

・
新
来
会
者
や
信
者
間
の
交
流
を
目
的
と
し
て

聖
体
礼
儀
後
に
お
茶
会
を
始
め
た
が
、
そ
の
経

費
を
教
化
育
成
費
か
ら
賄
う
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。 

・お
茶
会
は
そ
の
他
の
予
定
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
時
間
を
区
切
っ
て
行
う
。 

・司
祭
家
族
が
「キ
ャ
ン
プ
だ
ホ
イ
」
に
参
加
す
る

間
、
西
側
の
門
扉
は
駐
車
場
利
用
者
の
為
に
少

し
だ
け
開
け
て
お
き
、
二
階
の
廊
下
の
電
気
は

つ
け
て
お
く
。 

・
夜
間
会
館
の
屋
上
に
侵
入
す
る
者
が
い
る
た

め
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
看
板
で
対
策
し
、
警
察

に
も
相
談
し
て
お
く
。 

貯
水
槽
清
掃
と
水
質
検
査 

 

７
月
８
日
㈬
に
ト
ー
エ
イ
ラ
イ
ニ
ン
グ(

株)

に

よ
り
会
館
の
貯
水
槽
の
清
掃
が
行
わ
れ
、
15
日

㈬
に
は
仙
台
市
水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
に
よ
り
水

質
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
判
定
結
果
は
「
良

好
」で
し
た
。 



                       

 
○
仙
台
教
会 

1
日
㈯-
3
日
㈪ 

キ
ャ
ン
プ
だ
ホ
イ
！
in
函
館 

1
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
８
調 

2
日
㈰ 

祭五

後旬
第
9
主
日
／
預
言
者
イ
リ
ヤ
祭 

※
聖
体
礼
儀
、
代
式
共
に
あ
り
ま
せ
ん 

コ
リ
ン
フ
前
128
端
3
：
9-

17 

マ
ト
フ
ェ
イ
59
端
14
：
22-
34 

（
祭
）イ
ヤ
コ
フ
57
端
5
：
10-
20 

（
祭
）ル
カ
14
端
4
：
22-

30 

8
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
１
調 

9
日
㈰ 

祭五

後旬
第
10
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

コ
リ
ン
フ
前
131
端
4
：
9-

16 

マ
ト
フ
ェ
イ
72
端
17
：
14-

23 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 

〇
定
例
執
事
会 

14
日
㈮ 

生
神
女
就
寝
祭
の
斎
の
始
ま
り 

15
日
㈯ 

祭
日
徹
夜
祷
（
１７
時
）※
繰
上 

16
日
㈰ 

顕
栄
祭
聖
体
礼
儀
（
10
時
）※
繰
上 

ペ
ト
ル
後
65
端
1
：
10-

19 

マ
ト
フ
ェ
イ
70
端
17
：
1-

9 

●
葡
萄
及
び
新
果
新
蔬
成
聖
祈
祷 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

22
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
３
調 

23
日
㈰ 

祭五

後旬
第
12
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
半
） 

コ
リ
ン
フ
前
158
端
15
：
1-

11 

マ
ト
フ
ェ
イ
79
端
19
：
16-

26 

 
 
 
 

 

◆
聖
堂
清
掃
奉
仕
日 

27
日
㈭ 

祭
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

28
日
㈮ 

生
神
女
就
寝
祭
聖
体
礼
儀
（
9
時
） 

フ
ィ
リ
ッ
ピ
240
端
2
：
5-

11 

 
 
 

ル
カ
54
端
10
：
38-

42
、
11
：
27-

28 

29
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
４
調 

30
日
㈰ 

祭五

後旬
第
13
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

コ
リ
ン
フ
前
166
端
16
：
13-

24 

マ
ト
フ
ェ
イ
87
端
21
：
33-

42 
○
白
河
教
会 

6
日
㈭ 
教
会
清
掃
（９
時
３０
分
） 

7
日
㈮ 
主
日
徹
夜
祷
（
18
時
） 

第
４
調 

8
日
㈯ 

祭五

後旬
第
10
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

●
葡
萄
及
び
新
果
新
蔬
成
聖
祈
祷 

○
中
新
田
教
会 

9
日
㈰ 

祭五

後旬
第
10
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

22
日
㈯ 

ス
ボ
タ
大
晩
課
（
１７
時
） 

23
日
㈰ 

祭五

後旬
第
12
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

●
葡
萄
及
び
新
果
新
蔬
成
聖
祈
祷 
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※会報に掲載の写真でご希望のものがあればプリントしますので遠慮なくお申し出ください。 

８
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 

今月の予定 

【執事会】９日㈰ 

【月例パニヒダ】９日㈰ 

【聖名祭モレーベン】１6 日㈰ 

【聖歌隊】（発声）23 日㈰ (練習)30 日㈰ 

（総会）１６日㈰ 

【伝道会】毎週火・水曜１８時半より 

（会館３階） 

※「キャンプだホイ」開催のため８月１日㈯‐

２日㈰の祈祷はありません。 

新果新蔬成聖祈祷 

 正教会には、主の顕栄祭（変容祭）に

葡萄をはじめとする果物や野菜を成聖

（祝福）する伝統があります。これは、大

地の恵みである作物の成熟と完成を、

ハリストスにおける人類と全ての被造物

の変容と救いの成就に重ね合わせて祝

うものです。 

 希望される方は果物等を 

ご持参ください。 


